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ロットだけを乗せ帰還した。
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」（傍
点は飯島強調）と記されている16）。1986年，「ソ連が西欧に侵略すれば，極東で第2戦線を開き，
三沢のF16とトマホーク（巡航ミサイル）積載艦で対抗する」とソロモン政策企画局長の宣言に
対し，ソ連外務省は「ソ連のアジア中距離核戦力は，日本配備のF16〔三沢基地〕に対抗する」
と発言した17）。在日アメリカ軍基地があるためにかえって日本は核戦争に巻き込まれ，攻撃対
象となる可能性があったのだ。
　攻撃対象となるのは過去の話ではない。東奥日報斉藤光政氏が接触に成功した，脱北者で北朝
鮮軍特殊部隊の元将校によれば，朝鮮半島で戦争が起きたら日本は米軍の出撃・補給拠点になる
として，北朝鮮特殊部隊は在日米軍基地，とくに「三沢」「横須賀」「嘉手納」を攻撃対象として
いる18）。
第６章：結論
　以上，在日アメリカ軍の現状を紹介した。「日本を守る」どころか，アメリカ軍がいることで
多くの事故，犯罪がおき，とりわけ基地周辺の住民の「平和的生存権」が侵害されている。アメ
14）　成澤宗男「侵略の前線基地③日本列島　座間」『週刊金曜日2008年6月27日号』54頁。
15）　竹岡勝美｢日本の安全保障を考える｣『軍縮問題資料2000年1月号』39頁。
16）　斉藤光政『米軍秘密基地ミサワ　世界に向けられた牙』（同時代社，2004年）107頁。同書は三沢基
地を紹介するだけでなく，日本の軍事問題，日米関係のありかたを考える際の必読書である。以下，同
書を『米軍秘密基地ミサワ　世界に向けられた牙』と略記する。
17）　『米軍秘密基地ミサワ　世界に向けられた牙』196頁。
18）　斉藤光政『在日米軍最前線』（新人物往来社，2008年）109―114頁。
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リカ軍が原因となっている騒音，米軍山火事などで「環境権」も侵害されている。アメリカ高官
がしばしば発言してきたように，在日アメリカ軍の任務は日本を守ることではない。アフガン戦
争やイラク戦争の際に日本の基地から出撃したように，アメリカの戦争の出撃拠点として，ある
いは在韓米軍機などの訓練地として日本を利用しているだけだ。1980年代にソ連の核攻撃の対
象とされたように，アメリカ軍が日本にいるためにかえって日本が攻撃対象になる可能性すらあ
る。にもかかわらず，日本政府は「米軍の存在が日本の平和と安全に寄与している」などと言い
続け，毎年2000億を超える「思いやり予算」を払い，アメリカ軍人の娯楽施設の経費を負担し
ている。そして，節操なき御用学者，極めていい加減かつ無責任・厚顔無恥なジャーナリストも
こうした売国政府を擁護している。今まで紹介したように，平時でも日本住民の平和と安全に配
慮せず，軍の利益を優先して事件や事故の対処をしたり，市民が被害を受けるのが分かっている
のに早朝や夜間でも飛行訓練をするアメリカ軍。平時でもこうしたアメリカ軍が，ましてや有事
の際に本当に日本の住民を守るだろうか？「在日アメリカ軍は日本を守る」という主張を盲信す
るのでなく，賢明な主権者として考えて欲しい。そして，2200億円もの福祉予算を削り，消費
税を上げるなどという一方　―しかも姑息なことに，衆議院選挙後に消費税率を上げることを
目論んでいる　―，「思いやり予算」を払い続け，3兆円もの費用をかけて「在日米軍再編」
をすすめようとする自民党・公明党の政治をどう考えるか。国民のことを考えずにアメリカ政府
のご機嫌をとることしか頭にない，自民党の政治家の姿勢こそ，今まで紹介したような在日アメ
リカ軍の状況を許してきた最大の原因である。こうした日米関係のままで本当に良いのか。主権
者として選挙などで適切な意志表示をすることが必要だ。　　　　　　　
【2008年7月31日脱稿】
追記：本稿校正中（2008年9月）に，斉藤光政『在日米軍最前線』（新人物往来社，2008年）が
刊行された。同書は青森での在日米軍の現状と任務などの紹介にとどまらず，そうした紹介を通
じて在日米軍の性質そのものをうかびあがらせる好書である。同書から学ぶべきことは多いが，
本稿には反映させることができなかった。同書も併せて参照されたい。
